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五
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三
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四
六
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校
友
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友
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ロ
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友
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長
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■
入
学
課

『
入
学
生
募
集
！
』　
　

　
２
０
２
０
年
度
後
期
生

（
10
月
入
学
）を
募
集
し
ま

す
。募
集
期
間
は
、７
月
10

日
㈮
〜
10
月
31
日
㈯
で
す
。

　
通
信
教
育
部
で
は
、よ
り

良
い
学
修
環
境
の
整
備
に
力

を
入
れ
て
お
り
、２
０
２
０

年
度
は
５
０
０
講
座
を
超
え

る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
、メ
デ
ィ

ア
授
業
は
約
90
講
座
を
開
講

し
て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、よ
り
早
く
新
着
情
報

を
更
新
す
る
な
ど
の
有
効
利

用
に
努
め
て
い
ま
す
。在
学

生
は
、ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か

ら
科
目
修
得
試
験
・
ス
ク
ー

リ
ン
グ
の
申
込
を
は
じ
め
、

各
自
の
履
修
登
録
・
リ
ポ
ー

ト
提
出
・
成
績
の
状
況
が
確

認
で
き
、そ
の
便
利
さ
を
感

じ
ら
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
知
り
合
い
の

中
に
、働
き
な
が
ら
学
べ
る

大
学
を
探
し
て
い
る
方
、資

格
取
得
や
生
涯
学
習
と
し
て

学
び
た
い
と
考
え
て
い
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

是
非
、皆
さ
ん
の
経
験
し
た

日
本
大
学
の
ス
ケ
ー
ル
メ

通
信
教
育
部

事
務
局
よ
り

通
信
教
育
部

事
務
局
よ
り

通
信
教
育
部

事
務
局
よ
り

通
信
教
育
部

校
友
会
よ
り

通
信
教
育
部

校
友
会
よ
り

通
信
教
育
部

校
友
会
よ
り

《「
会
報
98
号
」

  

原
稿
依
頼
》

　
会
報
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、

各
支
部
、ブ
ロ
ッ
ク
の
行
事

予
定
及
び
活
動
報
告
、春
秋

の
叙
勲
・
褒
章
の
受
賞
者
、

支
部
活
動
の
貢
献
者
等
の
校

友
紹
介
、本
部
及
び
事
務
局

に
対
す
る
提
案
、エ
ッ
セ
イ
、

旅
行
記
そ
の
他
何
で
も
結
構

で
す
。校
友
会
事
務
局
宛
て
に

メ
ー
ル
ま
た
は
郵
便
に
て
お
送

り
下
さ
い
。

　
た
だ
し
、原
稿
は
次
の
事

項
に
留
意
し
て
ご
提
出
願
い

ま
す
。

⑴
校
友
会
指
定
の
原
稿
用
紙

　
を
使
用
す
る
か
、ワ
ー
プ

　
ロ
ソ
フ
ト
の
場
合
は
縦
書

き「
11
文
字
」と
す
る
。

⑵
数
字
及
び
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

　
ト
は
１
マ
ス
に
２
つ
書
き

　
入
れ
る
。

×

十
二
月
三
十
一
日
　

　
　
○
12
月
31
日

⑶
時
間
は
24
時
間
表
記
。

⑷
曜
日
は
１
マ
ス
。㈰  

㈪

⑸
校
友
紹
介
の
原
稿
に
は
顔

　
写
真
を
添
付
願
い
ま
す
。

㊟
ご
寄
稿
の
原
稿
は
、忠

　
実
に
記
載
す
る
よ
う
心
掛

　
け
て
お
り
ま
す
が
、会
報

　
の
公
共
性
、紙
面
構
成（
割

　
付
）の
都
合
等
に
よ
り
原

　
稿
の
趣
旨
へ
の
影
響
を
考

　
慮
し
な
が
ら
訂
正
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ

　
い
。

《
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
総
会
報
告
》

報
告
書
は
次
の
事
項
に
従

い
ご
提
出
く
だ
さ
い
。ご
提

出
い
た
だ
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
及

び
支
部
に
は
助
成
金
を
支
給

し
ま
す
。

　
提
出
資
料
は
、次
の
３
点

で
す
。

⑴
開
催
報
告
書

　
前
項
の
条
件
を
遵
守
し
、６

　
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て
下

　
さ
い
。

⑵
集
合
写
真
１
枚

⑶
郵
便
振
替
用
紙（
払
込
取

　
扱
票
）。但
し
、口
座
番
号
・

　
加
入
者
名
を
明
記
の
こ
と
。

㊟
ブ
ロ
ッ
ク
助
成
金
３
万
円

支
部
助
成
金（
支
部
総
会

補
助
金
）　
　  

３
万
円

《
会
報
発
送
補
助
費
に
つ
い
て
》

　
通
信
教
育
部
校
友
会
報
を

支
部
の
方
々
に
発
送
し
た
際

は
、左
記
の
書
類
を
揃
え
て
、

校
友
会
事
務
局
に
ご
申
請
下

さ
い
。１
部
に
つ
き
上
限
１
０

０
円
ま
で
、そ
れ
以
下
は
実
費

分
の
補
助
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
会
報
発
送
補
助
費
申
請
書

②
発
送
代
金
の
領
収
書
の
コ

　
ピ
ー

③
郵
便
振
替
用
紙（
払
込
取

　
扱
票
）。但
し
、口
座
番
号
・

加
入
者
名
を
明
記
の
こ
と
。

《
事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ
》

〈
住
所
変
更
に
つ
い
て
の
お
願
い
〉

　
校
友
会
報
の
発
送
、総
会

の
案
内
状
発
送
等
に
必
要
で

す
の
で
、引
越
等
で
住
所
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
は
、な
る
べ

く
早
く
校
友
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

　
尚
、校
友
会
事
務
局
の
受

付
日
時
は
、毎
週
月
・
火
・
木
・

金
曜
日（
祝
祭
日
は
除
く
）10

時
か
ら
18
時
ま
で
で
す
。ま
た

上
京
の
節
は
、事
務
局
に
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
12
月
29
日
㈫
よ

り
同
３
年
１
月
７
日
㈭
ま
で
は

冬
季
休
暇
の
予
定
で
す
。

　
ま
た
、現
在
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
処
と

し
て
、適
宜
、事
務
職
員
が
在

宅
勤
務
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。そ
の
場
合
、事
務
局
へ
お

か
け
い
た
だ
い
た
電
話
は
、職

員
の
携
帯
電
話
に
転
送
さ
れ

ま
す
。

リ
ッ
ト
や
通
信
教
育
部
の
魅

力
を
教
え
て
い
た
だ
き
、本

学
へ
の
入
学
を
勧
め
て
い
た

だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
入
学
の
ご
相
談
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
状
況
を
踏
ま
え
、予
約

制
に
て
入
学
課
窓
口
及
び
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
や
予
約
方
法
に
つ
い
て

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

　
通
信
教
育
部
で
は
、昼
間

ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
メ
イ
ン
と

し
た
高
校
生
向
け
資
料
も
用

意
し
て
お
り
ま
す
。高
校
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
先
生
方
、

ま
た
高
校
の
先
生
を
ご
紹
介

い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、通
信
教

育
部
入
学
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。資
料
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

■
教
務
課

『
３
月
卒
業
』

　
令
和
元
年
度
３
月
卒
業
学

位
記
伝
達
式
が
３
月
28
日

㈯
、29
日
㈰
に
通
信
教
育
部

１
号
館
で
行
わ
れ
、３
９
１

名
の
学
生
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　
な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

学
位
記
の
伝
達
後
に
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
祝
賀
会
に
つ

い
て
は
、中
止
と
さ
せ
て
い
た

舞
は
な
い
。一
方
、日
舞
の
老

練
な
ご
婦
人
方
は
、ハ
ワ
イ
ア

ン
ダ
ン
ス
へ
そ
ろ
っ
て
鞍
替
え

し
て
い
る
よ
う
だ
。た
し
か
に

日
舞
は
、坐
位
か
ら
立
つ
な
ど

の
体
に
負
担
の
か
か
る
動
作

が
あ
り
、加
齢
と
と
も
に
膝
関

節
症
や
腰
痛
に
な
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。伝
統
文
化
の
継
承
と

い
う
点
か
ら
、日
舞
の
将
来
は

不
安
が
大
き
い
。

　
こ
こ
で
日
舞
の
特
徴
を
、㈠

曲
線
的
─
腰
と
摺
り
足（
す
り

あ
し
）、㈡
伝
統
文
化
と
精
神

性
と
い
う
点
か
ら
簡
単
に
ま

と
め
て
み
る
。

　
㈠
日
舞
の
真
髄
は
、な
ん
と

言
っ
て
も〝
秘
す
れ
ば
花
、秘

せ
ず
ば
花
な
る
べ
か
ら
ず
〞で

あ
る
。そ
こ
に
は
日
本
文
化
の

伝
統
芸
能
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
。よ
く
見
る
と

日
舞
に
は
、洗
練
さ
れ
た
所
作

と
流
線
型
の
美
し
さ
が
、幾
重

に
も
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。〝
舞
う
〞の
語

源
が
円
形
で
廻
る
こ
と
に
あ

る
通
り
、構
成
さ
れ
る
線
は
、

す
べ
て
曲
線
で
あ
る
。と
こ
ろ

で
自
然
界
に
は
、直
線
は
存
在

し
な
い
。す
べ
て
曲
線
な
の
で

あ
る
。一
方
、西
洋
の
バ
レ
ー
は
、

天
を
仰
ぎ
、上
空
を
飛
翔
す

る
が
ご
と
く
、鋭
角
的
・
直
線

的
な
動
き
が
多
い
。

　
次
に
、日
本
の
ス
ポ
ー
ツ

（
相
撲
、柔
剣
道
な
ど
）や
伝

統
芸
能（
能
、狂
言
、歌
舞
伎

な
ど
）に
通
じ
る
基
本
は
、〝
腰

〞に
あ
る
。大
地
に
し
っ
か
り

と
腰
を
お
ろ
す
よ
う
に
し
た

安
定
感
の
あ
る
不
動
の
姿
に
、

日
本
人
は
と
こ
と
ん
こ
だ
わ

る
。

　
こ
れ
は
会
話
に
も
よ
く
出

て
く
る
。例
え
ば
、人
間
の
生

き
方
・
姿
勢
に
関
す
る
と
き
、

「
腰
」と
い
う
言
葉
が
引
用
さ

れ
る
。〝
腰
が
据
わ
っ
て
い
る
〞

〝
腰
が
浮
い
て
い
る
〞〝
腰
が

重
い
〞〝
腰
が
軽
い
〞な
ど
。腰

は
、月（
に
く
づ
き
）に
要（
か

な
め
）と
書
く
よ
う
に
、体
の

中
心
に
位
置
し
、土
台
で
あ

る
。土
台
が
傾
け
ば
、す
べ
て

が
斜
め
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
日
舞
も
、ま
さ
に「
腰
」が

命
で
あ
る
。〝
腰
を
入
れ
る
〞と

言
っ
て
、重
心
を
落
と
し
て
安

定
さ
せ
る
こ
と
が
基
本
の
構

え
だ
。腰
を
入
れ
、上
半
身
が

ぶ
れ
な
い
こ
と
が
、踊
り
を
美

し
く
み
せ
る
基
本
で
あ
る
。上

半
身
が
左
右
に
ぶ
れ
ず
に
、し

か
も
、上
下
動
の
な
い
よ
う
に
、

自
然
に
重
心
を
移
し
て
、流
動

美
を
出
す
と
こ
ろ
に
、踊
り
の

巧
拙
が
表
れ
る
。な
お
、重
心

が
後
方
に
置
か
れ
る
の
が
、歌

舞
伎
舞
踊（
花
柳
、藤
間
、坂

東
、西
川
流
な
ど
）で
あ
り
、

逆
に
前
方
に
置
か
れ
る
の
が
、

上
方
舞（
京
舞
な
ど
の
座
敷

舞
）で
あ
る
。

　
能
、狂
言
、日
舞
な
ど
の
歩

き
方
の
特
徴
で
あ
る「
摺
り

足
」は
、相
撲
の
四
股
に
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
上
半
身
に
足

の
動
き
を
伝
わ
ら
せ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
か
、上
半
身
を

正
座
の
状
態
に
保
つ
た
め
な

の
か
、諸
説
が
あ
る
。

　
㈡
日
舞
を
は
じ
め
と
す
る

伝
統
芸
能
の
魅
力
は
、芸
域
の

完
成
を
技
術
面
ば
か
り
に
求

め
る
の
で
は
な
く
、精
神
面
の

錬
磨
に
よ
る
、人
間
と
し
て
そ

れ
な
り
に
ふ
さ
わ
し
い
品
格

を
求
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。顎

を
引
き
締
め
、地
か
ら
天
を
貫

く
凛
と
し
た
姿
勢
、何
事
に
も

微
動
だ
に
し
な
い
平
常
心
、そ

し
て
、気
迫
溢
れ
る
風
格
は
、

他
に
類
を
み
な
い
独
特
の
文

化
で
あ
る
。

　
い
ま
、や
っ
て
い
い
こ
と
、悪

い
こ
と
の
規
範
が
薄
れ
る
中
、

も
う
一
度
、日
本
の
伝
統
文
化

と
精
神
性
を
み
つ
め
直
し
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
ど
こ
の
国
に
も
、そ
の
国
独

自
の
伝
統
文
化
が
あ
り
、民

族
特
有
の
感
受
性
や
美
意
識
、

ま
た
は
、一
定
の
精
神
の
形
が

あ
る
。そ
れ
は
、日
本
人
が
琴

や
尺
八
を
知
ら
な
く
て
も
、そ

の
音
色
を
聞
い
た
だ
け
で
和

や
か
な
気
分
に
な
り
、ま
た
、

蝉
の
声
を
聞
け
ば
夏
の
暑
さ

を
思
い
出
し
、桜
を
見
れ
ば
浮

き
浮
き
し
、初
日
の
出
を
拝
め

ば
、何
か
神
聖
な
気
持
ち
に
な

る
の
を
み
て
も
わ
か
る
。こ
れ

は
理
論
と
か
理
屈
を
超
え
た

日
本
人
特
有
の
感
性
や
精
神

性
で
あ
る
。

　
戦
後
、グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
名
の
ア
メ
リ
カ

合
理
主
義
に
ひ
た
す
ら
追
従

し
て
き
た
日
本
は
、日
本
独
自

の
自
ら
の
伝
統
文
化
と
精
神

性
を
過
去
の
遺
物
と
し
て
忘

れ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。今
、

日
本
人
の
心
の
荒
廃
が
取
り

ざ
た
さ
れ
て
い
る
中
、日
本
人

の
特
性
で
あ
る
一
歩
引
く
奥
ゆ

か
し
さ
、礼
儀
正
し
い
振
る
舞

い
、困
っ
た
人
に
対
し
て
の
思

い
や
り
な
ど
、い
ま
こ
そ
も
う

一
度
見
直
し
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
。日
本
の
伝
統
文
化
で

あ
る
日
舞
を
習
い
な
が
ら
、そ

の
よ
う
な
思
い
が
つ
の
る
、こ

の
頃
で
あ
る
。

新年会について新年会について新年会について

〒
225-

0005

横
浜
市
青
葉
区
荏
子
田
二-

六-

二

　
　
　
　
　

　
　
〇
四
五-

九
〇
三-

一
八
二
一

日
本
大
学
校
友
会  

委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
広
報
部
長

    

師

　田

　袈
裟
茂

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
組
織
部
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

埼
玉
県
支
部  

顧
問

  

鎌

　子

　
　
　健

         

〒
340-

0156   

埼
玉
県
幸
手
市
南
二-

十
九-

二
十
七

　
　
　

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
八
〇-

四
三-

〇
九
四
六

　
　
　

　
　
　
　
携
帯
〇
九
〇-

四
一
二
一-

六
三
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〒
779-

3105

徳
島
県
徳
島
市
国
府
町
東
高
輪
二
〇
八-

二

　
　  

　
　
　
　
　

〇
八
八-

六
四
二-

四
六
四
八

　
　
　
　
　
　

携  

帯
〇
九
〇
ー
一
五
七
〇
ー
一
七
三
五

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会

　相
談
役

徳
島
市
文
化
協
会

　会
長

短
歌
結
社
「
徳
島
短
歌
」
顧
問

『
徳
島
老
友
新
聞
』
歌
壇
選
者

本
田
ま
も
る
歌
集
「
大
河
の
風
」
ネ
ッ
ト
販
売
中

  

本

　田

　
　
　守

〒
114-

0002
　
東
京
都
北
区
王
子
三-

一
九-

七

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
㈱
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ

日
本
大
学
校
友
会  

常
任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
財
務
部
長

    

吉

　澤

　幸

　夫

日
本
大
学
校
友
会  

委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
幹
事
長

目
黒
日
本
大
学
中
学
校
・
高
等
学
校
評
議
員

    

北

　村

　周

　之

　
　
〒
162-

0813

東
京
都
新
宿
区
東
五
軒
町
六-

三
四

　
　
　
　
　
　
　
　    

携
帯
〇
九
〇-

一
六
一
五-

二
六
五
一

だ
き
ま
し
た
。

『
在
学
生
数
』

　
５
月
１
日
現
在
で
の
在
学

生
は
、７
４
０
１
名
で
す
。

■
教
職
員
人
事

退
任
〈
定
年
〉（
２
・
３
・
31
）

総
合
社
会
情
報
研
究
科
長

　
　
　
　
階
戸
照
雄
教
授

任
命（
２
・
４
・
１
）

総
合
社
会
情
報
研
究
科
長

　
　
　
　
川
又
　
祐
教
授

※

通
信
教
育
部
長
と
兼
任

退
職
〈
定
年
〉（
元
・
11
・
27
）

　
通
信
教
育
部
特
任
課
長

　
　
　

清
水
栄
一
参
事

退
職
〈
定
年
〉（
元
・
12
・
28
）

　
管
財
課
長
　

　
　
　
　
曲
木
和
郎
参
事

退
職
〈
定
年
〉（
２
・
６
・
１
）

　
事
務
局
次
長

　
　
　

佐
藤
和
彦
参
事

任
命
〈
部
内
〉（
元
・
12
・
28
）

　
管
財
課
長

　
　
　
　
永
井
誠
参
事
補

   （
前
研
究
事
務
課
長
補
佐
）

任
命
〈
部
内
〉（
２
・
４
・
15
）

　
教
務
課
長

　
　
　

三
村
孝
幸
参
事

          （
前
研
究
事
務
課
長
）

　
研
究
事
務
課
長

　
　
　    

關
裕
一
郎
参
事
補

                 （
前
教
務
課
長
）

任
命
〈
転
入
〉（
２
・
９
・
１
）

　
事
務
局
次
長

　
　

山
内
良
一
参
事

    （
芸
術
学
部
事
務
局
か
ら
）

令和３年１月 23日（土）に開催の予定です。
　　　※会場は日本大学桜門会館です。

通
信
教
育
部

通
信
教
育
部

通
信
教
育
部

通
信
教
育
部

通
信
教
育
部

通
信
教
育
部

通
信
教
育
部

通
信
教
育
部
リ
ッ
ト
や
通
信
教
育
部
の
魅

力
を
教
え
て
い
た
だ
き
、本
だ
き
ま
し
た
。

『
在
学
生
数
』

令和３年１月 23日（土）に開催の予定です。
　　　※会場は日本大学桜門会館です。

　ただし、当日のタイムスケジュール・
会費等の詳細は未定となっています。
また、新型コロナウイルス感染症をめ
ぐる状況によっては、今後、開催予定
を変更する可能性もあります。
　詳細が決まりましたら、本会ホーム
ページ等で告知・案内いたします。

令和３年

通信教育部校友会ホームページ▶

http://www.nudld-koyukai.sakura.ne.jp/wp/




